第２回登別市市民自治推進委員会会議録
平成１８年１１月２１日（火）　

１８時００分～２０時００分　　

登別市民会館　２階　中ホール  
 出席　２９名                   
議長（三澤運営委員）
　ただいまより登別市市民自治推進委員会を開催します。

　開催に先立ちまして、高田総務部長より一言あいさつがございます。

高田総務部長

　皆さんこんばんは、本日はお集まりいただきありがとうございます。

　第１回全体会議は市長が出席しましたが、本日はサイパン出張中のため欠席させていただいております。

　前回は、基本条例に基づいた広範な市民の参画の場としての市民自治推進委員会のイメージや役割等について説明させていただきました。

　前回は事務局の不手際等がございまして、ご議論をいただくまでにならなかったのですが、そのために推進委員会の今後の動きや方向性の形作りのために６名の運営委員の方を選出いただき、今回までの間、作業を行なっていただきました。

　自治推進委員会は、基本的には市民の皆様が、皆様の意思と責任でまちづくりに関わっていく議論の場ですとか、市政に対するチェックの場といったものの会でございますので、自主運営が原則でございます。
　そのため、２回の運営委員会を開催しまして、さまざまな論議を行なっていただきました。

　本日はその論議の結果を運営委員から説明させていただく段取りとなっておりますので、活発な議論をお願いいたします。

議長
　ありがとうございました。

　では、お手元の資料をご確認ください。

　これについて木村運営委員より説明させていただきます。

木村運営委員
　皆さんに配布させていただきました「登別市市民自治推進委員会規約（案）」について説明させていただきます。

　規約はこれで完成ではありません。

　運営委員会でいろいろと議論したものを形にさせていただきましたので、さらにこうした方が良いなどの意見をいただければと思います。

　基本的にまちづくり基本条例２８条に基づいた市民自治推進委員会の設置は、広範な市民が責任を持って参加するため、そして、より良いまちづくりを進めるためのものです。

　

（以下配布資料「登別市市民自治推進委員会　規約（案）」の説明）

木村運営委員
　以上のとおり作成させていただきました。

　これについて委員の皆様方より意見をいただきたいと考えております。

　ではよろしくお願いいたします。

議長
　では最初にご質問をお願いいたします。

　先ず、名称・目的の部分でご質問はございませんか。

佐々木委員

　目的について、目的達成過程の交流とはどういったことなのでしょうか。

田中運営委員
　目的達成するためにいろいろな市民活動を行いますので、その過程といった意味です。
菅井委員

　目的が全体的にわかりにくいので。
議長
　では、その部分を解りやすくするといったことでどうでしょうか。

　どのように修正したらよいでしょうか。

菅井委員

　基本条例の目的を達成というのならわかるのですが、目的達成過程の交流というように記載されているのでわかりにくい。

木村運営委員
　「の目的達成過程の交流によって」を削除し、そこに、「に基づき」を入れてすっきりさせてはどうでしょうか。

議長
　いかがでしょうか。

　（目的）

　　登別市まちづくり基本条例に基づき、地域に根ざした自治体の政策づくりを促進し、もって市民自治の発展に寄与することを目的とする。

（会場了承）
議長
　事業について　　　　→　意見等なし
　個人情報について　　→　意見等なし
　委員について

　

菅井委員

　ここはこれで良いと思いますが、市の職員の方々がいらっしゃいますが、そういう方々の扱いは全体に記載されていないのですが。

平運営委員
　今のお話は、私も疑問に思っており、市の方に質問してみました。

　回答としては、現実に市民なのだから登録して参加するのは可能だが、実際には行政マンとしての立場を考えると難しいとの回答でした。

　

菅井委員

　とりあえずわかりました。

合田委員

　検討委員会の時にも職員が入っていましたが、自由な意見は出しにくいと思います。

　入るのであれば、きちんとした位置付けを担保させてあげないとだめだと思います。

議長
　今の質問についてですが、このことはもう一度全体に戻りましたときに話し合いたいと思います。
任期について→　意見等なし
役員について→　意見等なし

各部会から１名選出すると修正が入りました。

　役員兼務について→　意見等なし
　役務について

菅井委員

　会長に事故あったときは副会長がと全てなっているのですが、委員会の性格とか任務とかを考えると会長に事故があったら副会長にではなく、会長とともに協働というか、そんな形で広く、多くの人が責任もって進めていくといった形の表現はできないでしょうか。

議長
　私から質問することとなるのですけれども、事故あるときとかそういった意味ではないですよね。

　他にご質問はありませんか。

安達委員

　会長と副会長の役務を分けて記載する方がよいのではないでしょうか。

　会長は会長、副会長は会長を補佐する、事故あるときは副会長とすればよいのではないでしょうか。

木村運営委員
　役務に関しては、運営委員会の中でも会長はいらないのではないか、副会長を置かなくてもよいのではないかといった議論もありました。

　ただ、全体会や市民自治推進委員会を進めていくにあたり、市に提言をしていかなくてはならない、全体をチェックしていかなくてはならないので、やはり役員を置くべきだろうとなり、規定しました。

　その中で、全員で力を合わせて運営していくというのは基本的な考え方です。

　その中で会長、副会長は何をするといったときに、会長はこの会を代表する、副会長は補佐し、会長に何かあったときは会長に代わって運営していく。

　しかし、役員全員でそれをバックアップしていくということは大前提としております。

議長
　今の答えでいかがでしょうか。

　（会場了承）
菅井委員

　副会長を３名にした意味はありますか。

田中運営委員
　皆さんお仕事などある方に集まっていただいておりますので、欠席される可能性が高いと考えてちょっと多めの３名にしました。
議長
　全体会議について→　なし
全体会議の議決について、「会長」の次に「または、会長が指名した者」を加筆の提案がありましたが、ご質問ありませんか。→　なし
部会について

近藤委員

　部会のところに運営委員会について記載されておりますが、フローチャートを見ると運営委員会が中心となっているように見えるのですが、そうすると、この規約の順番として、部会の前に運営委員会を記載した方がよいのではないのかと思います。

　そして、部会の構成員について記載されていないので、これは記載した方が良いと思います。

木村運営委員
　フローチャートで言う運営委員と部会の位置付けについては、今ご指摘のとおりだと思いますので、こちらは修正したいと思います。

　部会の構成については、部会の部分で「部会は、委員をもって構成し」とあり、では委員とは登別市市民自治推進委員会に登録をいただいている方が委員ですので、委員の方は必ずどこかの部会に属していただく形になります。

　登録に際し、部会にチェックいただいているので、その部会に参加いただきたいと考えております。

議長
　次の運営委員会についてをご覧ください。

　部会については、　前回の会議で部会の内訳は言ったと思いましたが、まだ成立してはおりません。

　ただし、保留になっている方がいらっしゃいますので、その方が入る部会が決まり、この規約が決まれば部会の人数は満たされることになるかもしれません。

木村運営委員
　この規約が成立しないと部会は成立しません。

　ですから、皆さんでこの規約が成立して、部会を設置しましょうとなって初めて部会が設置されます。

近藤委員　

　運営委員会の構成は書いてないのではないでしょうか。
木村運営委員
　運営委員会につきましては、読み取りが難しいかもしれませんが、２Pの役員の副会長のところに、会長、副会長は運営委員長と副運営委員長を兼務し、また、部会長、副部会長はそれぞれ運営委員を兼務するとなっております。そのため、ここに記載されている役員の方が運営委員会を構成することとなります。そのため、３Pの運営委員会のところにこれらを記載した方がより親切なので、適宜修正させていただきたいと思います。
　（会場了承）
佐々木委員

　運営委員会の（５）にオンブズマン機能及び内部告発等の対応とありますがこれは。

平運営委員
　検討委員会で、内部告発を受ける組織が必要ではないかとの意見があり、議論しましたが、内部告発などは、別の法令で行なうことはできます。

　しかし、市民が告発をする場合は、その受け口が無い、そのため、この市民自治推進委員会が先ず窓口となっていこうという意味です。

　では誰が受け付けるのかというと詳細は未定ですが、事務局である市に出すのではなく、運営委員会にという主旨です。
　再質問があればお答えします。

佐々木委員

　再質問というか、この文言を入れることで市民自治推進委員会の性格が大きく変わるのではないかと思います。

　そのため、違う組織を立ち上げたほうがよいのではないのかと思います。

平運営委員
　これは運営委員会での案なので、皆さんに押し付けているわけではありません。

　そのため、自治推進委員会の主旨に合わないというものであれば議論のうえ削除することも必要です。

合田委員

　運営委員会というのは、事務局が指名した運営委員で、私たちは承認はしてしまいましたが、自主的に選任した委員ではないので、私はここまで権利を持たせるのは反対です。

　そして性格的なものから言っても、よりきちんとした組織に持たせるべきだと思います。

平運営委員
　運営委員６名は、前回指名はされましたが、この運営委員会は規約が承認されるまでの仮の運営委員であります。そのまま留任するなり、人数を増やすなりは別の話です。

菅井委員

　この委員会はまちづくり基本条例に基づいたものであり、基本条例には、オンブズマン機能や内部告発的なものは規定されております。それをどこかで受ける必要があると思います。
　そのため、受けるとしたら、この市民自治推進委員会しかないと思います。

議長
　事務局の部分について、ご意見ございませんか。
菅井委員

　事務局はどのように構成されてなど一切記載されていないのですが、これは市の職員がなるとのことでしょうか。

木村運営委員
　現在の考えでは市の企画Ｇへお願いしたいと考えております。

菅井委員

　だとすれば位置付けや人数を記載する必要があるのではないでしょうか。

　例えば事務局の人は委員になるのかどうかを検討する必要があるのはないでしょうか。

木村運営委員
　それについては検討させてください。

議長
　議事録について→　なし
全体会は議長・副議長ではなく、会長・副会長ですね。

　オブザーバーについて→　なし
安達委員

　附則のところで、１１月２１日施行となっております。

　委員の任期３年となっておりますが、この日からでしょうか。

　役員が決まっていませんから、役員が決まってからですか。

菅井委員

最初で中途半端な時期だから年度当初までとかにした方が、良いと思います。

議長
意見ありがとうございます。

初年度だから・・・ではなくて、３年間の任期とは全体的に３年となっているだけです。

議長
では、全体を通して質問はございませんか。

鈴木委員

運営委員会についてですが、部会及び全体会議は委員を持って構成しと記載されているので、運営委員会も誰がということを確認したいのですが。
今までの話では、会長以下副部会長まででしょうか。

木村運営委員
文章にしますと「運営委員会の委員は、会長、副会長、部会長、副部会長を持って構成する」となります。

鈴木委員

　役員を持って構成するということですね。

木村運営委員
　そうです。

鈴木委員

　わかりました。

議長
　では、会長１名、副会長３名、部会が６つあれば１２名の計１６名です。

　その部分も運営委員に加筆してください。

菅井委員

　どういう部会を作るかというのはきまっているのですか。

木村運営委員
　先ず、部会を作る・作らないを議論していただき、そして実際にどのような部会が必要かを検討していただきたいと思います。

佐々木委員

　全体会議の議決ですが、選挙と違うので、多数決とはどうかと思いますが。

　少数意見の留保というのを明記する必要があると思うが。
木村運営委員
　ご心配のことはこちらも理解しております。

　部会で色々議論していただき、運営委員会で検討し、全体会議にかけるので、３回議論することになります。

　その中で、一つの答えを求める必要が無いので色々な話し合いができるので少数意見を取り入れることもできると考えております。

関根委員

　部会がいくつの部会なのか、それは運営委員会で検討されていくのかどうかはっきりしないので。

木村運営委員
　運営委員会は、運営していく基本的な事項は検討していきますが、どの部会を作るといったものは全体会で議論いただきたいと考えております。

議長
　他に質問はございませんか。

　では質問は出尽くしたと思いますので、審議に入りたいと思います。

合田委員

　運営委員会の運営方法が見えない。

平運営委員
　皆さんにお示しはしていないのですが、運営委員会運営要領的なものをペーパー化してみましたが、これは規約と別に検討するのか等を検討し、結果規約とまとめたものを皆さんにお示しさせていただきました。

　こういうときはどうするのかといった部分が見えないと思いますが、今後、運営委員会の内容が見えなければ規約を修正したり、別に細則のようなものを制定する必要があると思います。

　そのため、今回は大雑把なものでお示しさせていただきました。

議長
　他にございませんか。

木村運営委員
　今皆さんにご議論いただいた中で、もう少し踏み込んでいかなければならない部分がありましたので、検討させていただきたいと思います。

議長
　では、事務局の部分と市の職員についての部分について検討させていただきたいと思います。

　ご意見ございませんでしょうか。

平運営委員

　行政側はどう思っているのか聞かせていただきたい。

高田総務部長

　市民自治推進委員会は、広範な市民がまちづくりの議論に参画できるものですから、たまたま職業が市職員であったとしても参加してよいと思います。

　しかし、職員は行政マンとして日頃より行政事務を執行する任を担っており、市民が自由にまちづくりのご議論をしている場に職員が混じって議論するのはいかがと思っております。

　現在７２名の委員の方がいらっしゃいますが、その方たちがまちづくりについて検討することが必要と考えております。

　市民の方がいろいろと議論を重ねている中に、市民の名のもとに職員が入ってきた場合、悪い意味で自由な意見を防いでしまう恐れがあると考えております。

　もう一つ別な角度からみると、職員の中でも色々なボランティアを行なっている職員が居ます。

　町内会活動やスポーツ少年団などを行っている人が、その立場で参加するのはありえることと考えておりますが、政策提言の場合、職員の立場で参加するのはよろしくないと考えております。

議長
　ありがとうございました。

　今のことについて何かございませんか。

菅井委員

　市民だけで検討した結果、さっぱりだめだったということもありますので、今後の課題としてうまく連携して参加していただく必要があるのではないでしょうか。

　今後、運営していく中で、色々と問題が出てくると思いますので、その都度対応して規約等を改正するなどしていくことが必要と考えます。

高田総務部長　

　行政は関係ない、勝手にやってくださいということではないです。

　前回の全体会で担当部長を参加させていただきましたが、色々な問題点等と向き合うことになり、一市民として参加するのではなく、市の当事者としての説明責任もありますので、そういったときには職員としての立場でいつでも議論に参加しようと考えております。

議長

　今の説明でどうでしょうか。

　規約としては問題ないとしてよろしいでしょうか
　（会場了承）
議長
　続いて事務局の部分です。

木村運営委員

　事務局につきましては、市の企画Gにお願いしますが、基本的には事務業務に徹していただくことと考えております。

議長
　いかがでしょうか。

木村運営委員
　ここに居る方が、この業務は私がやりますといって運営するのが一番いいと思いますが、皆さんも仕事や役職がある中で進めていくのは難しいと思いますので、事務局として企画Gにやっていただきたい。

　今後委員会が成熟した後に自主的に運営することはできるかもしれませんが、現状では、市にお願いしたいと考えております。

議長
　いかがでしょうか。

高田総務部長

　市の最高規範であるまちづくり基本条例に基づき市民自治推進委員会は設置されております。この委員会が効率的・効果的に運営されよう協力することは当然と考えております。ただ、事
務局機能を担う時に注意しなければならないことは、往々にして事務局が強くなってしまうこと

です。そのあたりを留意しながらしっかり事務局機能を果していきます。
合田委員
　今後、任期中に色々な問題が出てきた場合、規約はその都度変えることができるのでしょうか。

木村運営委員
　必要に応じて全体会を開催し、修正していきたいと考えております。

　もう一点、運営委員会の（５）オンブズマン機能及び内部告発等の対応についてですが、運営委員会ではいろいろ議論しましたが、条例の内容からすると検討する必要があるのだろうと。

　もうちょっと広い表現で、「登別市市民自治推進委員会の運営に当たって、重大な事項が発生した場合の対応・調査・報告」というように広い内容を検討したいと思っております。

議長
　どうでしょうか。

　（会場了承）
　ありがとうございました。

　それでは全体を通して何かありませんか。→　なし
意見は出尽くしたようなので。

また、先ほど合田委員がおっしゃられたように何かあった場合は規約を変更・加筆するということで、これで規約を認めていただけるでしょうか。

（会場拍手）
ではこれで決定いたします。

それではもう一歩踏み込んだ検討を行ないたいと思います。

まず、会長・副会長の選出を行ないたいと思います。

菅井委員

今でないとだめですか。

人がわからない。

木村運営委員
一番良いのは立候補していただけるのが良いのですが。

合田委員

名簿は無いのですか。

木村運営委員
前回の資料に入っています。

菅井委員

今の運営委員の中で選んでも結構です。

突然選べといわれてもできない。

議長
たしかに、その通りだと思います。
平運営委員
ここで規約が承認され施行されましたので、規約に規定されている会長・副会長を速やかに決めていきたいと考えている。

また、次の委員会がすぐに開催されるのであれば、次回までに検討することもできるが、時間が空いてしまう。

そのため、例えば運営委員を若干増やして、その中で次までに精査する方法など色々あります。

それを含めてご意見いただきたいと思います。
議長
役員の選出についてですが

鈴木委員

運営委員の案があれば示して欲しい。

山田（耕）委員

今回初めて参加したのですが、まちづくり基本条例をわかっている方が会長・副会長になっていただいたほうがわかりやすいと考えます。

合田委員

私は会長に平さんを推薦します。

　内容をわかっている方がやるほうが良いと思います。

石亀委員

原案があったらお願いします。

木村運営委員
運営委員会の中での案はまったくありません。

平運営委員
運営委員会に指名されましたが、運営委員会および全体会議の中にも検討委員会のメンバーが何人もいらっしゃいます。

私はそこにこだわる必要は無いと思います。

できれば運営委員をもう２～３名増やしていただき、会長、副会長は、次回までに検討したいと考えております。

議長
いかがでしょうか。

（会場了承）
反対意見がなければこの意見を採用したいと思います。

　では、一緒に運営委員会をやっていただける方立候補はありませんか。

合田委員

　私やります。

菅井委員
　私もやります。

議長
　他にいらっしゃいませんか。

合田委員

　あちらの方を推薦します。

山田（耕）委員

　私今回初めてなので・・・

合田委員

　大丈夫ですよ。
山田（耕）委員

　わかりました。

議長
　他にいらっしゃいませんか。

　では、合田、菅井、山田（耕）さんの３名に運営委員会に入っていただき、役員について検討することでよろしいでしょうか。

議長
　では、部会についてですが、登録の際、皆さん記入されたと思いますが、規約の中では何も決定していません。

　なにかございませんか。→　なし
　では、運営委員会の中で検討するということでよろしいでしょうか。

木村運営委員
　先ほどの質問の中で、部会は成立しているのかどうかとの質問がありましたが、議長からのお話のとおり皆さんが委員への登録の際、便宜上６つの部会の中から記入していただきましたが、その他に、こういった部会が必要などの意見があれば今お聞かせいただき、運営委員会で検討したいのですが。

議長
急にといっても意見はありませんでしょうか。

川西委員

各部会５名以上など細かく決めるのではなく、ある程度大きな部会を作り、必要に応じて分科していくといった方がよいのではないか。

議長
最初大きく作り、必要に応じ分科していく方法や、名称についても部会で検討していく方法があると思います。

そういった方法でどうでしょうか。

（会場了承）
山田（耕）委員
委員に登録したときに部会を記載しましたが、人数はどうなっているのでしょうか。

議長
行政推進部会１０名、生活環境部会１０、保健福祉部会１２～３名、産業労働部会４名、都市整備部会４名、文化スポーツ教育部会１０名程度で、希望無しが１５～６名居ますので、その人が入ると成立するのかなとの状況です。

他に意見等はありませんか。

　無ければ次の全体会議ですが、１２月２０日（水）１８時から会場はここです。

　みなさんいかがでしょうか。

　（会場了承）
　それではこれで第２回登別市市民自治推進委員会を閉会させていただきます。

　ありがとうございました。
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